
〝
椿
〞の
ご
縁
で

　

俳
優
、
そ
し
て
画
家
と
し
て
も
幅

広
く
活
躍
す
る
片
岡
鶴
太
郎
さ
ん

（
58
歳
）が
、
８
月
30
日（
木
）、
倉
吉

市
の
観
光
大
使
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
今
年
４
月
に
倉
吉

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た「
片
岡
鶴
太

郎
展
―
艶つ

や

ば

き

葉
樹
―
」
の
際
に
来
倉
。

「
特
に
好
き
な
花
」と
い
う
椿
が
倉
吉

の「
市
木
」で
あ
る
こ
と
や
、
倉
吉
で

ふ
れ
あ
っ
た
人
々
の
人
情
の
温
か

さ
、
歴
史
あ
る
町
並
み
に
縁
を
感
じ

て
い
た
だ
き
、
今
回
の
観
光
大
使
就

任
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
鳥
取
県
東
京
本
部
に
お

い
て「
倉
吉
市
観
光
大
使
委
嘱
状
交

付
式
」
が
行
わ
れ
、
石
田
市
長
か
ら

片
岡
さ
ん
に
、
委
嘱
状
を
は
じ
め
、

観
光
大
使
と
し
て
の
名
刺
、
タ
ス
キ

な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
田
市
長
が
、
就
任
打
診
に
快
諾

を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
、

「
今
後
は
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
倉
吉
に

つ
い
て
ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
を
し
て

く
だ
さ
い
」
と
期
待
を
述
べ
る
と
、

片
岡
さ
ん
は
、「
倉
吉
を
訪
れ
た
際
、

博
物
館
の
前
で
椿
が
見
事
に
咲
い
て

い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
倉

吉
は
歴
史
と
情
緒
が
あ
る
ま
ち
。
ブ

ロ
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
の
中

で
も
ド
ラ
マ
や
旅
番
組
の
舞
台
に
推

す
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

倉
吉
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
て

お
ら
れ
る〝
倉
吉
〞を
、
東
京
の
私
が
、

私
な
り
の
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た

い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
ふ
ら
り
と

訪
れ
て
み
た
い
」と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
石
田
市
長
と
私
は『
太
郎
』

つ
な
が
り
で（
耕
太
郎
と
鶴
太
郎
）、

い
い
コ
ン
ビ
に
な
れ
る
と
思
う
。
ぜ

ひ
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
倉
吉
市
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

美
し
い
倉
吉
の〝
自
然
の
色
〞

を
描
き
た
い

　

式
後
の
石
田
市
長
と
の
歓
談
で
、

片
岡
さ
ん
は
、
倉
吉
市
か
ら
自
身
へ

の
お
土
産
に
と
会
場
に
並
べ
ら
れ
た

倉
吉
の
特
産
品
を
一
つ
一
つ
手
に

と
っ
て
丁
寧
に
眺
め
ま
し
た
。
二
十

世
紀
梨
に
は
、「
私
は
、
果
物
な
ど

自
然
の
命
を
大
切
に
し
て
、
描
く
こ

と
を
好
ん
で
い
る
。
果
物
は
、
で
き

た
土
地
に
し
か
作
れ
な
い
色
を
し
て

い
る
も
の
。
こ
の
梨
の
緑
色
は
本
当

に
珍
し
く
、
美
し
い
。
ぜ
ひ
描
き
た

い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
早
速
、
会
場
内
で
観
光

大
使
の
名
刺
を
配
り
、
意
欲
的
に
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

《片岡鶴太郎さんが倉吉市観光大使に就任》
「市民の皆さんが大切にしておられる“倉吉”を、東京にいる私も大切にして情報発信していきたい」

問観光交流課（あ２２―８１５８／い２２―８２３０）

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

▲「椿に金魚」（画像提供：近代映画社）

▲倉吉博物館にて（４月１４日（土））

▲ 石田市長の解説を聞きながら、倉吉の
特産品をじっくりと見入る。

　（８月３０日（木）／鳥取県東京本部（東京都））

▲ 早速、観光大使としての名刺を鳥取県
東京本部の職員やマスコミに配る。

　（８月３０日（木）／鳥取県東京本部（東京都））
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《倉吉市立小・中学校適正配置等についての説明会》
たくさんのご意見ありがとうございました。

問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

　

倉
吉
市
教
育
委
員
会（
以
下
、「
教

育
委
員
会
」）は
、
４
月
下
旬
か
ら
８

月
上
旬
に
か
け
て
、「
倉
吉
市
立
小
・

中
学
校
の
適
正
配
置
等
に
つ
い
て
の

地
区
説
明
会
」
を
市
内
14
小
学
校
区

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
月
21
日（
火
）に
、
倉

吉
市
学
校
教
育
審
議
会
か
ら
教
育
委

員
会
が
受
け
た「
倉
吉
市
立
小
・
中

学
校
の
適
正
配
置
等
に
つ
い
て
」
の

答
申
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
全
体
の
学
校

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
議
論
を
し

た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
り
、
賛

否
両
論
の
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
も

実
施
し
、参
加
者
７
１
８
人
の
う
ち
、

約
70
％
に
あ
た
る
５
０
２
人
か
ら
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
倉
吉
市
の

小
学
校
の
再
編
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
か
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
必

要
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
必
要
」

と
い
う
回
答
が
半
数
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
再
編
す
る
と
す
れ
ば
、
ど

の
案
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
対
し
て
は
、
特
に
支
持
が

多
い
も
の
が
な
く
、「
そ
の
他
」の
意

見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
意
見

を
さ
ら
に
分
析
し
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、中
学
校
区
ご
と
な
ど
、

新
た
な
形
も
工
夫
し
て
、
再
度
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【会場で出された意見（一部）】

・ 人数が少ないと人間関係が固定化されてしまう。少人数の

学級で生活していた子の関係が、一度崩れれば６年間続く。

再編は考えるべき。

・ 小学校で人数が少なく、休憩時間も静かな状態で過ごして

いた。中学校に進学して人数が増えたため、慣れるのに１か

月かかった。未来の子どものために再編は考える必要あり。

・ １地区に１小学校はあるべき。地区振興のためであり、子

どものためでもある。

・ 通学方法や通学時間など、子どもの負担が増えることが心

配。保護者の負担増にも配慮してほしい。

・ ある程度のスケジュールを示して欲しい。

・ 中学校の再編案と並行して考えた方がよい。

・ 行政全体で、まちづくりや人口を増やすための論議をすべき。

【地区説明会参加状況】

月 日（曜日） ところ 参加人数

４月 ２４日（火）小鴨小学校 ４５人

５月 １０日（木）北谷小学校 ３５人

１７日（木）灘手小学校 ６３人

２２日（火）山守小学校 ３９人

２９日（火）上北条小学校 ２１人

３１日（木）成徳小学校 ４６人

６月 ５日（火）高城小学校 ４０人

７月 ５日（木）上小鴨小学校 ２６２人

１２日（木）関金小学校 ３４人

２４日（火）河北小学校 １２人

２５日（水）社小学校 ３４人

３１日（火）明倫小学校 ４７人

８月 ７日（火）西郷小学校 １４人

９日（木）上灘小学校 ２６人

合　計 ７１８人

▼ アンケート「問３：倉吉市の小学校の再編は必

要だと思いますか」

▲「倉吉市立小・中学校の適正配置等についての地区説明会」

▼説明を行う福井伸一郎教育長

（7）平成 24.10



《障害者虐待防止法ができました》
障がいのある人の権利を守り、住みよい社会をみんなで築きましょう。

問福祉課（あ２２―８１１８／い２２―７０２０）

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
を
守
る「
障
害
者
虐

待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
」
が
10
月
１
日（
月
）
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
虐
待
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
尊
厳

を
脅
か
し
、
自
立
や
社
会
参
加
を
し
て
い
く
上
で

大
き
な
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
を
守
る
た
め
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
障
が
い
を
も
つ
人
を
と
り
ま
く
環
境
や

法
律
に
つ
い
て
理
解
し
、

虐
待
を
防
止
す
る
た
め

に
ど
ん
な
行
動
を
と
れ

ば
よ
い
の
か
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

〜 

虐
待
の
起
こ
る
場
所
に
よ
り
次
の
３

種
類
に
分
け
て
い
ま
す
〜

▼
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
の
世
話

や
、
金
銭
の
管
理
な
ど
を
し
て
い
る
家

族
や
親
族
、
同
居
す
る
人
に
よ
る
虐
待

▼ 

障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ

る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
福
祉
施
設
や
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
職

員
に
よ
る
虐
待

▼
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
な
ど
に
よ
る
虐
待

　

家
族
な
ど
、
養
護
者
に
よ
る
虐
待
の

場
合
、

・
介
護
疲
れ

・
介
護
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

・
障
が
い
へ
の
知
識
不
足

・
家
族
間
の
人
間
関
係
な
ど

が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

養
護
者
を
含
む
家
族
全
体
を
地
域
ぐ

る
み
で
支
援
す
る
こ
と
が
虐
待
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

周
り
で
気
に
な
る
こ
と
、
気
に
な
る

人
が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず
、
障
が
い
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー（
左
記
）へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
家
族
で
、
介
助

に
疲
れ
や
つ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
も

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

市
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
一
緒
に
な

り
、
適
切
な
対
応
を
考
え
る
な
ど
、
介

助
す
る
人
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●こんなことが虐待に
身体的虐待

　身体に痛みや傷が生じる暴力や体罰を与え

ること。身動きのとれない状態にしたり、部

屋に閉じ込めること。

心理的虐待

　怒鳴る、悪口を言うなど心に苦痛を与える。

無視や嫌がらせ、職場の経営者が差別的な扱

いをすることなども含む。

性的虐待

　わいせつな行為をしたり、させたりする。

本人の前でわいせつな言葉を言う、画像を見

せるなども含む。 

放棄・放任

　食事や入浴などの身のまわりの世話や介助

をしない。病院や学校に行かせないなど、必

要な支援・福祉サービスを受けさせない。

経済的虐待

　本人の同意なしに財産や預貯金、年金、賃

金を勝手に使う。日常生活に必要なお金を渡

さないなど。

倉吉市障がい者虐待防止セ
ンターを設置しました。
● 障がい者虐待に関わること（相談・通報・届

出）や養護者の支援について

【平日】( 午前８時３０分～午後５時１５分 )

倉吉市障がい者虐待防止センター

　　(倉吉市福祉課内 )

　　あ２２―２７３３／い２２―７０２０

【休日】（２４時間）

【夜間】( 午後５時１５分～午前８時３０分）

倉吉市役所宿直室：あ２２―８１１１　

●  使用者(障がい者を雇用している事業主)

による虐待について　

鳥取県障がい者権利擁護センター

（中部福祉保健局内）

あ２３―３１２４
　(平日：午前８時３０分～午後５時１５分 )

　障がいに関する相談窓

口もあります。気軽に相

談してください。

倉吉市障がい者地域生活

支援センター

「はっぴい」

　　あ２２－６２３９

中部障がい者地域生活

支援センター

　　あ２６－２３４６

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

●

ど
ん
な
法
律
で
す
か
？

●

虐
待
の
種
類

●

気
づ
い
た
ら
相
談
を

●

養
護
者
を
支
援
し
ま
す

2012.10（8）



《平成２３年度倉吉市健全化判断比率
　　　　　　および資金不足比率を公表します》
問財政課（あ２２―８１６３／い２２―１０８７）

　

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、
毎
年
度
、

健
全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算
定
資
料
と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、毎
年
度
、公
営
企
業
ご
と
に
、

資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
、
倉
吉
市
に
お
い
て
、
早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た

比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【平成２３年度倉吉市健全化判断比率】 （単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率 －
(－３.０２）

－
(－８.４５) １７．７ １３７.２ 

早期健全化基準 １２.８２ １７.８２ ２５.０ ３５０.０ 

財政再生基準 ２０.００ ３０.００ ３５.０ 

※ 実質収支または連結実質収支が黒字の場合は、実質赤字比率または連結実質赤字比率は、「―」で表示します。
※（　）内は、実質黒字または連結実質黒字の比率を負の値で表示したものです。

【平成２３年度倉吉市資金不足比率】 （単位：％）

水道事業
簡易水道
事業

下水道事業
集落排水
事業

温泉配湯
事業

国民宿舎
事業

資金不足比率 － － － － － －

経営健全化基準 ２０.０ ２０.０ ２０.０ ２０.０ ２０.０ ２０.０

※ 資金不足が生じない場合は、資金不足比率は「－」で表示します。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
４
つ
の
比
率

▼
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

▼
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

（
ま
た
は
資
金
の
不
足
額
）の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率

▼
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
元
利
償

還
金
お
よ
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率

▼
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
団
体
は

「
財
政
健
全
化
計
画
」を
、
財
政
再
生
基

準
を
超
え
る
団
体
は「
財
政
再
生
計
画
」

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
資
金
不
足
比
率
】

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
の

事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率

　

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
団
体

は
、「
経
営
健
全
化
計
画
」を
策
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼健康診断日程
学校名 実施月日 受付開始時間 開始時間

西 郷 小 １０月２４日(水) 午後１時３０分 午後１時４５分

河 北 小 １０月３１日(水) 午後１時 午後１時３０分

明 倫 小 １１月１４日(水) 午後１時３０分 午後２時

成 徳 小 １０月２５日(木) 午後１時０５分 午後１時１５分

上 灘 小 １０月２４日(水) 午後１時２０分 午後１時４０分

小 鴨 小 １０月２４日(水) 午後１時    午後１時３０分

上 小 鴨 小 １０月３０日(火) 午後２時 午後２時１５分

北 谷 小 １０月２５日(木) 午後２時４０分 午後３時

高 城 小 １０月２９日(月) 午後１時３０分 午後２時

社 　 小 １０月３１日(水) 午後１時２０分 午後１時３５分

灘 手 小 １０月２６日(金) 午後１時５０分 午後２時

上 北 条 小 １０月１９日(金) 午後１時１０分 午後１時２５分

関 金 小 １１月 １日(木) 午後１時３０分 午後２時

山 守 小 １１月 ５日(月) 午後２時 午後２時０５分

《新１年生の就学時健康診断を行います》
春が来たら、新１年生。そろそろ準備が始まります。

問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

▼対象児童

平成 年 月 日～平成 年 月 日生まれ１８ ４２ １９ ４１

　

平
成
25
年
４
月
に
小
学
校
へ

入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
就
学
時

健
康
診
断
を
各
小
学
校
で
行
い

ま
す
。

　

10
月
上
旬
に
、
保
護
者
へ
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
小

学
校
で
受
診
で
き
な
い
場
合

は
、
学
校
教
育
課
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

まってるよ
まってるよ♪♪

《平成２３年度倉吉市健全化判断比率
　　　　　　および資金不足比率を公表します》
問財政課（あ２２―８１６３／い２２―１０８７）
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《役立つ情報を素早くゲット
　私にもできる倉吉市メール配信サービスの利用》
問総合政策課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）

　

倉
吉
市
で
は
、
防
災
、
防
犯
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
情
報
を
、
電
子
メ
ー
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
れ

ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
特

に
携
帯
電
話
な
ど
は
、
ど
こ
に
い

て
も
受
信
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
と
て
も
便
利
で
す
。

【
配
信
さ
れ
る
情
報
】

防
災
／
イ
ベ
ン
ト
／
教
室
・
講
座

／
福
祉
／
健
康
／
子
育
て
支
援
／

介
護
予
防
／
若
者
定
住
／
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
／
地
域
防
犯

【
登
録
方
法
】

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
お
使
い
の
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
な
ど
で
、
次
の
ア

ド
レ
ス
宛
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

登
録
・
変
更
用
ア
ド
レ
ス

k
u
ra
y
o
sh
i@
x
p
re
ssm
a
il.jp

登録・変更用アドレス
ＱＲコード

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
登
録
案
内

の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
操
作
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※ サービス利用料は必要ありません
が、通信費用は自己負担です。

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
実
証
運
行

中（
試
験
的
な
運
行
）の
駅
北
循
環

バ
ス
は
、
10
月
以
降
、
運
行
時
間

や
運
行
便
数
を
見
直
し
た
上
で
、

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
運
行
を
継

続
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え

て
、
必
要
と
さ
れ
る
路
線
な
の
か

を
検
証
し
、
運
行
の
継
続
を
判
断

し
ま
す
。

【
実
証
運
行
期
間
】10
月
１
日（
月
）

〜
平
成
25
年
３
月
31
日（
日
）

【
運
行
日
・
時
間
】

毎
日
運
行
・
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
の
間
で
60
分
間
隔

※
一
部
変
則
あ
り

※
最
終
便
は
、
午
後
４
時
に
倉
吉
駅
発

【
運
行
経
路
】

　

倉
吉
駅
南
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

７
番
乗
り
場
を
発
着
と
し
て
、
新

あ
じ
そ
う
パ
ー
プ
ル
店
前
を
経
由

し
て
、
駅
北
側
を
循
環
し
ま
す
。

【
料　

金
】

区　分 金額

中学生以上 １５０円

小学生 １００円

小学生未満 無料

障がいのある人
とその介護者

５０円

【
運
行
事
業
者
】

日
本
交
通（
株
）倉
吉
営
業
所

【
そ
の
ほ
か
】

　

定
期
券
、高
齢
者
定
期
券
、乗
り

放
題
手
形
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

《駅北循環バスの実証運行を継続します》
地域の公共交通を維持するため、日ごろからみんなで公共交通を利用しましょう。

問総合政策課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）、または日本交通（あ２６―１１１５）

【専用回数券・１日乗車券（３００円）も販売】
販売場所

・パープルタウン インフォメーション（１階）

・ 日本交通（倉吉バスセンター、新町営業所、

バスプラザ（倉吉駅前総合案内所））
※１日乗車券は駅北循環バス車内でも購入できます。

【運行経路】

）

す
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